
 

 

 

 

平素よりたくさんのご紹介誠にありがとうございます。 

 

いつもご紹介ありがとうございます。 

4 月 紹介数  

内科 41 整形外科 32 腎・透析センター 3 歯科口腔外科 36 

内科 ER 139 放射線科 146 内視鏡 47 消化器内科 47 

外科 46 脳神経外科 4 呼吸器外科 6 眼科 1 

泌尿器科 45 小児科 12 胸部心臓血管外科 2 乳腺外科 13 

産婦人科 113 緩和ケア外科 42 循環器内科 70   

皮膚科 2 精神科 4 リハビリ科 10 合計 861 

 

 

 

当科は 2025 年３月末まで常勤４名体制で診療を行ってきました。

2025 年４月より 2 名が退職（開業）し、現在は 3名体制で日々の診療

に従事しています。我々のコンセプトは、『安全に低侵襲な治療を行うこ

と』であります。私が考える低侵襲とは、手術の場合は、創部がなるべく

小さく、手術後の早期退院、日常生活への早期復帰を目指して治療を行う

こと。内科的治療（薬物治療）の場合は、治療の選択肢が年々増加してい

ることを考慮すると、患者様に fit した治療を行うことであります。 

 さて、昨年４月より da Vinci を用いた

ロボット支援手術を開始しました。ロボット支援手術は、前立腺癌、

腎癌、膀胱癌を対象として行ってきました。昨年１年間（2024 年

４月～2025年３月）のロボット支援手術症例数は、前立腺癌 18

例、腎癌（部分切除術）３例、膀胱全摘除術が１例でありました。

本年度もロボット支援手術を軸に、腹腔鏡手術や尿管鏡を用いた結

石治療を安全に提供していく事。患者様や家族様と十分に会話をし、そして皆が満足のいく治療を

提供したいと考えております。              

泌尿器科・部長 齋藤允孝 
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泌尿器科・診療体制表 
           

月 火 水 木 金 土

（予）齋藤充孝 （予）齋藤充孝 （予）國重玲紋

（予）吉村悠 （予）國重玲紋 （予）吉村悠

＊手術日 検査 ×

午前診療

検査 ESWL午後診療

（予）交代制
＊新患のみ

＊手術日

×
（予）板野恵里

＊手術日

2024年度　ロボット支援手術症例数

病名 件数

前立腺癌 18

腎癌（部分切除術） 3

膀胱摘除術 1



 

 

                      

 

手術支援ロボット「ダヴィンチ」が耳原総合病院に導入されてから、1 年が経過しました。導

入当初は、泌尿器科における前立腺手術や、消化器外科の直腸手術、婦人科の子宮全摘術・子宮

脱の手術など、限られた術式での使用にとどまっていましたが、現在では膀胱全摘手術、腎部分

切除、結腸手術など、対応可能な術式が着実に増えています。 

また、医師だけでなく、看護師や臨床工学技士など関わるスタッフ全員が、機器の準備や操作

に慣れ、チーム一丸となってスムーズな手術が行えるようになりました。術者が操作を行うコン

ソール（手術支援台）からのスピーカー音声も、今ではすっかり手術室の風景に溶け込んでいま

す。 

2024 年 10月には、「地域連携をすすめる会」にて、泌尿器科の齋藤医師のもとダヴィンチ

体験会を開催。他病院の医療関係者の皆様に実際のダヴィンチに触れていただく貴重な機会を設

けることができました。参加者の皆様には、実際にコンソ

ールを操作しロボットを動かす体験を通じて、ダヴィンチ

手術の精密さや可能性を肌で感じていただけたようで、大

変ご好評をいただきました。 

今年度は、ロボット手術を担う医師が増え、昨年度以上

に多くの症例を実施できる体制が整ってきています。今後

も、患者様に「安心・安全なダヴィンチ手術」を提供でき

るよう、スタッフ一同、さらなる技術向上とチームワーク

の強化に努めてまいります。 

                                     手術室・師長 増永 愛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ダヴィンチニュース～ 

導入から1 年、より広がるロボット支援手術の可能性 

 ～各診療科初症例を実施～ 

第 20 回、第21 回メディカルカンファレンス お知らせ 


